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 豊橋市長　佐　原　光　一　様
　　
２００９年　
子ども・環境・教育・地域福祉・協働において
元気な豊橋を発信する年に！

子ども、高齢者、障がい者に笑顔があふれるまちは
全ての市民の皆さんにとっても住みよいまちです。
とよはし市民会議は　「ゼロ歳から豊橋市民」と
誇りを持てる「まちづくり」を提案します。

とよはし市民会議の３つのＣ
１．チェック(check) 　　議会の役割はこれに尽きる！　
２．チャンス(chance)　　好機逸すべからず！まち・ひとづくりを！
３．ケア 　 (care)　　  いちばん弱い立場に立つ！誉める！
はじめに
佐原市長に対して、初めての予算提案書を提出させていただきます。

２００９年は年頭から国政において、おおいなる変化が予想されます。
豊橋市は、新しい市長とともに２００８年、３Ｃのまちづくりに着手しました。「とよはし市民会議」は、地方議会の一員として、市民参画のまちづくりに４回チャレンジし、１５年目を迎えます。困難な時代であるからこそ、これまでの蓄積をもとに、地域福祉をはじめ、子育て・子育ち応援、環境保全、共生のまちづくりに、総力あげて取り組まねばなりません。開発による環境破壊の「車の道」でなく、「緑と人の道づくり」が、今、あらゆる分野にわたって求められています。「子ども・教育を第一」とし、「市民協働」を貫く市政には、「未来につながる道」があると確信し、２００９年度の予算提案をお届けします。
とよはし市民会議にとって大切なみっつの言葉
「テーブル」
　官民が議論のために供用「てーぶる」に着くことを願い命名した議会報告「てーぶる」を年４回発行・新聞折込。協働への実績は、子育て支援をはじめ、図書館づくり(ブックスタート・学校図書館・南地域図書館など)、環境、地域福祉のまちづくり等において、着々と始まっていることを誇りに思います。　　

「１票」

市民の選挙で選出される市長・議員は、１票の重みを常に忘れることなく、市政にあたらねばなりません。私たちの言＆動が、即、豊橋市のあり方・方向を示します。市民の、市民による、選挙で選ばれることで、お互いに良き緊張関係を保ち、市民のための「民主主義」に向う不断の努力に繋がります。

　　　　　　　　　　　　　　

「壱円」

税への関心が高まっています。納税義務が果たされ、市民満足度が伴う市政が公平に行われ、財政運営情報の提供により透明性が高まり、市民の信頼が生み出されることを願います。
●●● とよはし市民会議の願うまち･豊橋～目次～ ●●●

１．子育て支援が充実して、子どもの笑顔がいっぱいのまち・豊橋･･････････････４
２．誰もがいつでも、どこでも学ぶことが保障される生涯学習のまち・豊橋･･････５
３．学校図書館から市民が育つ「人づくり」のまち・豊橋･･････････････････････６
４．一人ひとりの人権が大切にされる、平和･交流･共生都市宣言のまち・豊橋････６
５．家庭･地域から地球温暖化ストップ！環境文化都市・豊橋･･･････････････････７

６．「協働de地域づくり」を進めるまち・豊橋････････････････････････････････７
７．「生活の足」「生活の場」づくりを進めるまち・仕事を続けたいまち・豊橋････８

８．文化を育み・文化を楽しむことを大切にするまち・豊橋････････････････････９
９．“もっと豊橋自慢”を発信できる市民のまち･豊橋･･････････････････････････９

10．余暇時間の過ごし方がいっぱいある花のまち・豊橋････････････････････････10
11．「男女共同参画推進条例」を暮らしに生かし続けるまち・豊橋･･･････････････10

12．最後まで住みたい・ホスピスのあるまち・豊橋････････････････････････････10

◆財政の見直しの全般にわたって････････････････････････････････････････････11
　　　　　
提案の骨子
· 経営改革プランにそったＰＦＩ事業の取組みを慎重に。

· ２巡目の指定管理者指定に関する情報開示と市民サービスの分析を。
· 「豊橋市ホームページ」をもっとあたたかみとわかりやすい仕立てにして
　随時行政情報を率先して、公開すること。

· 「ここにこ」を中心に、子育て関連情報の総合化をはかること。
· 「オレンジプラザ」における市民協働への行政責任を明確にすること。
· 既存組織の抜本的な見直しを、行政自らには自信と確信を持ち、市民へは信頼を持って取り組みを始めること。
· 空き家・空き地の効果的活用法の提案に対して、積極的な支援を行うこと。
· 消費者生活相談の充実により、高齢者、障がい者、多重債務者、離職者、フリーター等の権利が守られ、生活の安全が確保できる支援を行うこと。
とよはし市民会議　予算提案（個別事項）
１．子育て支援が充実して、子どもの笑顔がいっぱいのまち・豊橋 
子育て支援課３年目、こども未来館は２年目を迎え、豊橋市・東三河の子育て支援のセンターとしての役割がいっそう重要になってきています。

子ども総合的施策が、教育・福祉・医療・保健全般にわたって進むために、｢豊橋子ども権利条例｣の制定に向けて第一歩となることを願います。
1 「豊橋ここにこ条例」（仮称：豊橋版子どもの権利条例）制定にむけて、子どもを含む市民の参加で取り組む。■←２ヵ年を目処に即着手を。
2 発達障害の早期発見が子育て支援の最重要課題の今、「療育センター」開設にあわせ、家庭における初期支援となる「ホームスタート」事業への取組みを準備すること。
3 「ここにこ」において、「子どもの最善の利益」のために、「子ども・家庭支援総合センター」的機能を充実させること。
　　④　胎児、乳幼児の心身の育ちを支えるための施策を充実する。

市民病院：小児科体制の充実、児童精神科の拡充、不育児医療体制　　　　

の整備を引き続き行う。
　
障害を持つ子ども：重度心身障害児をはじめ、療育手帳保持者でなくとも、発達支援を必要とするとする子どもたちを含めた、さまざまな立場の子どもたちの個別の課題に対する、子育て支援策を「子ども・子育て・子育ち応援基金」（仮称）で応援すること。
虐待防止等：「ここにこ」における相談機能の充実。
ネットワーク会議に、東三河の虐待児等が生活する施設からの参加を求めて、日常的・実際的な問題に取り組む。

２４時間電話相談を実施する。各種支援内容の市民周知を、広報等により、積極的に進めること。
母子保健センター：10代の父母への子育て支援。健診の未受診家庭とパイプをつなぐこと。子どもの発達不安を除去し、子どもの育ちに沿いつつ、継続して支援する仕組みをつくる。また、子育て支援講座など、保育園、幼稚園、NPO団体等と連携して実施する。←「ホームスタート」事業実施可能性について、官民協働でワークショップ開催などの取組み2年目にあたること。
療育センター建設 ：建設開始後も引き続き、保護者からの意見聴取を始め、よりよい形への変更など、勇気と決断をもって実行に当たること。
生活家庭館（＝豊橋市中央公民館）：「ここにこ」（中央）に対して、南部の常設「子育て支援センター」と位置づけ、子ども専門館的機能の充実を図り、市内子育て広場、サロン等の取り組みを併せて進めること。
⑤　ブックスタート事業
· 校区・地区市民館、保育所、幼稚園等において「絵本de子育て」が徹底するための「人」の配置に向けて引き続き取り組む。
· NPO等との協働で、子どもたちの近くへ絵本を届けるBM(移動図書館車)可能性を検討する。

· ブックスタート絵本配布時の白地袋の展示等を通して、図書館利用につなげるための試みを図書館まつりなどで行う。
２．　誰もがいつでも、どこでも学ぶことが保障される生涯学習のまち・豊橋
1 豊橋市中央図書館のサービス全般について、直営を徹底する。
2 中央図書館の表玄関の顔見世として、アプローチ壁面と水溝部分を刷新する。
3 入り口喫煙コーナーサービスは、入退館時の受動喫煙の害となる。また、高齢者がアクセスしやすく、花いっぱいの図書館づくりへの工夫を。

4 「豊橋南地域図書館」を直営で運営することを決定すること。
⑤　中央図書館を核とした市内全域図書ネットワークで、資料・サービスが、いつでも、どこでも、だれもが受けられる仕組みを促進させること。
⑥「郷土史」資料の充実を市民理解と協力のもとで図る。
⑦　「ここにこ」の図書室の専任職員の活躍で図書利用が進むことを切望。
⑧　 市民病院内に患者図書室の設置を検討する(BMサービス等)。

３．学校図書館から市民が育つ「人づくり」のまち・豊橋
①　学校図書館司書の小学校全校配置への対策に着手する。　
■2007年度に始まり2年目を経た小学校からの司書引き上げによる問題点がさらに増大することを防ぐために、まず、2009年度は、小学校拠点校への司書配置を復活すること。
②　司書予算を「謝金」から「人件費」扱いとし、勤務時間の増大を図る。
③　図書購入費の増額

④　学校図書館支援センター研究事業３年間の実績をもとに、豊橋版支援センター設立に向けてさらなる活動を展開すること。
⑤　図書館の改造・整備を進めること
⑥ 学校司書、司書教諭との連携強化

⑦　学校司書の研修の機会の保障
４．一人ひとりの人権が大切にされる、平和･交流･共生都市宣言のまち・豊橋
①　差別、いじめ、不登校など、子どもの生の声を受け止める場を、民間との協働で作ること。（電話相談などから始める。）
2 全校二学期制導入３年目に向けて、問題点の整理を進め、子どもの最善の施策となるよう、現場の声をもとに、必要な予算措置を進める。
3 安心・安全の最善の策である、CAP等の導入を積極的に進め、子ども自らを守る力を育てることを緊急課題として取り組む学校やグループを支援する。
4 子ども自らが人権意識を持ち、自由･安心･自信を獲得して、自分の言葉で自分の考えを伝える力を身につける機会を多くするように務める。

5  豊橋市男女共同参画推進条例に添い、ジェンダー・イーコルの教育の具体化を、さらに多角的に支援する。
⑥ 小学校の英語教育は、「にほんご」力を基礎に置く。「ことば」によるコミュニケーションで国際平和に参加できる（「力」でなく「言語」＝まずは英語を通して）ことを、合わせて学ぶ機会とする。
⑦　不登校対策等をはじめとして、教育委員会が信頼され、その働きが市民に見える形で行われるよう、教育委員会議の公開等をさらに進める。

8 アスペルガー・自閉症の発達障害児･生徒への早期・適切なる支援のため、学校･地域･家庭での理解がすすむよう、講習会等を充実させる。
５．家庭･地域から地球温暖化ストップ！環境文化都市・豊橋
1 山海川農地の環境を守る側面から、遊休農用地の実態調査を生かした利活用策を地域シルバーグループやＮＰＯ等とともに進める。

② ガス溶融炉稼働８年目の課題を、スラグ、脱塩残渣の現況、運転・メンテナンス経費等を公開し「新型炉」の環境数値と経済性を引き続き検証する。

　③ 地下水保全対策、節水型社会、環境配慮型有機農業への転換施策を進める。
　④「環境文化都市・豊橋」を市民協働で進めるため、産廃施設（既設・新設）に関する住民側の環境に関する課題に添い、懇談、研修、検証等、可能な限り支援し、条例を補完し、よりよい仕組みへと改める。
⑤「光害」に対する市民周知を進め、環境改善が進むよう、条例等の整備を進める。街灯設置には光源と照明度の関係を重視して省電力を第一とする。

⑥ アスベストの除去と除去後の最終処分等の環境汚染防止対策の強化を引き続き行う。
⑦ 風力発電による健康被害を考慮して、節電社会への取組みを強化する。
⑧ プラごみ減量施策を率先して進め、東三河のモデルとなるよう、レジ袋の使用大削減策を講じる。　

６．「協働deEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まち),地域)づくり」を進めるまち･豊橋
①ボランティア情報センターを「市民活動支援・情報センター」と改め、2007年に始まったオレンジプラザ・市民協働基金をさらに活発に行うこと。
② 市民協働をテーマとした市民館等における、自治会や住民グループのいずれの「市民企画」にも、積極的に支援する。
③アクティブな高齢者が自ら参画する、町内版憩いの家（空き店舗活用など）や、「集会所サロン」の開設支援を積極的に行う。
④ 公民館、市民館、町公民館等における、自主的な子育てグループの、会場使用上の支援策(会場使用時間、会場費)等を積極的に行う。
⑤ 市民館が乳幼児を含む、児童館的機能を発揮するため、「子ども主事」を配置し、午前中も開館して、絵本･言葉･子育て仲間支援を行う。
７．「生活の足」「生活の場」づくりを進めるまち・仕事を続けたいまち・豊橋

①　南栄駅、病院、施設の周辺の道路アクセスが、「車椅子、シニアーカー」使用にあたり、安全が確保されるよう、整備すること。
2 高齢者の多いまちを調査し、「道」問題の解決（段差、かまぼこ型、街路樹など）をはかり、安心して外出が可能となるまちづくりを進める。
3 段差解消の進む道路は移動が安心。工事後の状況を詳細に広報し、市内全域に拡大する。

4  豊橋駅、市民センター、母子保健センター、市役所、豊橋公園、総合福祉会館、あいトピア、文化会館、郵便局をルートとする巡回バス等の利便を図る方策を具体的に検討する。■「ここにこ」PRルート：駅～こども未来館～交通児童館で試みる。手段：「ろば馬車」あるいは電気小型車。
5 豊橋駅、公園等で生活するホームレスの人々への就労を含む生活支援を、NPO活動の市民や団体との協働で取り組む。
6 薬物問題を抱える家族や本人の、自立・就学・就労支援に取り組むＮＰＯ団体等の市内での拠点が継続できるための活動を支援する。

⑦ 空き店舗等活用により、高齢者や障がい者、子育て期の地域活動に取り組むNPO等の活動拠点整備の支援を積極的に進める。
⑧　職を持たない、引きこもりの青年への就労支援をとりくむ活動への支援。
⑨　南栄の市営住宅建て替えでは、まず居住民の生活保障を第一とし、周辺住民・校区・地域のまちづくりの課題や既存公民館等の設置問題など、庁内での連携力を発揮し、協働による市営住宅のモデルとする。
８．文化を育み・文化を楽しむことを大切にするまち・豊橋
① 丸山薫賞1３周年経過を記念し、中央図書館の丸山記念資料を広く公開し、丸山薫研究会４年目の取組みを進め、西川町との子ども文化交流を行う。
② 市民の芸術活動支援として、美術館での作品展示の機会等を増やすこと。

③ 三河の3大文化人である、冨安風生、丸山薫、杉浦明平の関連資料等のネ  

 ットワークを進めるための支援を引き続き進めること。
④ こども未来館の二期工事に位置づけられている「ホール」を、本格的な音楽ホール（300席程度）として、市民協働で取組み、まちの活性化につなげる。 
5 市民文化会館の施設整備の改善を進め、利用者の立場に立った、使いやすい施設としての運営方法の徹底を図る。

⑥ 子どもの頃から創造的な文化に触れ、豊かな想像力を養う機会を「こども未来館」で市民協働により取り組むこと。
９．“もっと豊橋自慢”を発信できる市民のまち・豊橋
「豊橋の今日」を発信！にあたっては、市民の立場で、常に「市民協働」を視野に、「伝えたい・あったかい・すぐわかる」を基調に行うこと。
公聴広報にかかわる費用とその効果を検証し、大胆な紙面･画面改革を実行することへ引き続きチャレンジすること。
① ホームページ

・トップ頁に、「生き生き豊橋」の新着情報を、毎日発信する。
・豊橋の顔となるさまざまな「市民」をもっと全面に。
・市民の協働がさらに進むよう、市民活動の紹介をホームページで行う。
・行政言葉を市民の立場で置き換えて分かり易く説明して、ホームページへのアクセス数を増やすこと。ホームページへの市民意見を積極的に収集する努力を。
・行政情報(最新の資料・会議録など)、要綱等の電子化を積極的に行う。
②広報公聴
・自治会頼みでない、自立した広報活動への転換策の検討を開始する。
3 パブコメ･アンケートなど文書による市民意見聴取について
· 回収率７割を目指し、市民が意見を届け易い方策を練る。

· わかりやすい内容、文面の配置、回答に時間をかけない工夫を。
· アンケートの委託は出来る限り市内のNPO等との協働となるよう、

行政・発信側の熱意を込め、迅速・積極・斬新さを主とすること。

　10．余暇時間のすごし方がいっぱいある花のまち・豊橋
①「生ごみ循環都市・豊橋10０市民プラン」を支援し、農業問題を結ぶ機会を創出する。（東西南北各25組計100家庭が近隣の農家と提携し、台所の生ごみを堆肥化し、花と野菜を育てる。遊休農地・退職者地域参画を協働事業化する。）
② 大量退職職員が、地域・まちにおいて、ボランティア活動へ積極的に参加するための支援策を、市民センター中心に、企画段階から取り組む。

③ 市職員が現在取り組んでいる、ボランティア活動等の状況についての調査を行い、退職後の活動につなげるための情報提供をする。

④ シルバー人材センターにおいて、子育て支援事業のための人材確保に取組み、訪問型の家事援助や育児支援サービス事業を立ち上げる。
⑤ 老人会など地域組織の活動の多様化をはかり、アクティブシニア自らが、立案、実施する際の支援を行う。
⑥ 青少年が集い、交流できるまちづくりに取り組む。
⑦ 花いっぱいのまちづくりのため、まず市営住宅立替計画時に緑化率の減少ストップと、高齢者による草花管理を健康増進策と合わせたガーデン設置を。
11．「男女共同参画推進条例」を暮らしに生かし続けるまち･豊橋

　①条例をさらに、日常生活の中へ根付かせるため市民の手による「パンフレ
ット」作成を行い、意識啓発など、具体的な方策に引き続き取り組む。
　②市民館等における「男女共同参画推進条例を学ぶ講座」解説を積極的に進

め、講師派遣などの支援を継続して、積極的に行なう。
③家庭、学校、市役所、事業所における男女共同参画の取組みを募集し、共生フェスティバルの場を活用して広報、市民共有する。
12．安心して、最後まで住みたいホスピスのあるまち・豊橋
　①ホスピス

病院：国立医療センター内のホスピス病棟の取組みを、市民病院に生かすため、今取り組まれている、ボランティアとの市民協働による連携を促進させる。
　　　地域：医療機関における取組みをまち全体で支える仕組みを考える。
　　　在宅：病院と地域医療機関の連携で在宅をささえる仕組みを作る。
　②地域における多機能地域福祉拠点づくり

　　　・富山型のまるごと生活サポートをすすめる「拠点」の取組みを支援。

・市営住宅に神戸市の「安心健やかルール」的なスペースを確保する。

　　　　　　　　◆財政の見直しの全般にわたって◆
1 ＰＦＩの導入にあたっては、可能性検討調査の前段階において公共施設の位置づけを明確にすること、VFMの数値に換算されない公共サービスと市民満足度について最大限の考慮をすること。ことに、南地域図書館計画における取組みは、プロセスの最初から官民協働で情報を最大限公開しながら、取り組まれています。図書館は直営で行い、豊橋市がめざすまちづくりに最適な財政計画を示し、官民業の議論が活発に行われ、行財政改革と文化のまちづくりの見事な接点が構築されることを期待します。　
② 高齢社会を向け、敬老金制度の見直しをはかり、高齢者自らが企画・運営する地域福祉社会プラン助成への転換をはかること。介護予防における筋力アップに、心身の健康アップのために、「地域でお互いに役に立つ存在」であることが基本。これらは団塊世代が受けた教育に含まれていることから、今後シニアによる新しい高齢社会の仕組みづくりを支援する必要を感じます。
③ 各種団体への補助等は、実施事業に見合う支援として、団体の独自の財源を

持ち、経営努力を勧め、自ら予算･決算を公表する方向へと進める。市民協働の基金活用が進むと、新しい公共の形が生み出されることになると期待。
④ 市の物品購入に当たっては、男女共同参画推進条例や、障害者雇用を率先している事業所から積極的に調達する。
⑤ 事業別行政コストの計算書を作り、人件費、減価償却費など間接費等も明示して、公会計改革に引き続き取り組む。
6 全公共施設の維持管理費用、人件費などの総経費が市民に分かるような「施設白書」を作成することを指定管理者にも求める。
7 滞納整理、収納率向上のために、滞納者の生活状況調査とともに、関連部署との連携を図り、時効等や執行停止とならぬよう、分納・免除・猶予制度等を活用して、市税の収納率を引き続き、積極的に取り組む。
⑧2008年８月には２７課からなる庁内組織「多重債務者支援連絡会議」を発足し、１１月１９日から多重債務者相談窓口を開設された効果を生かして、引き続き、相談業務と庁内連携を強めること。
9 選挙における公費負担を実際の負担額に合わせて是正を行う。

⑩　市民協働のまちづくりの核となるＮＰＯ活動支援を積極的に行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。　　　　　　　　　　　
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